
 
 



 
 



 

  



講評 

 例年、ボリュームが多く、難易度もそこそこ高い名市大の物理であるが、今年度は昨年度と比較すると若干易化

している様子である。 

 

大問１は、力学・モーメントに関する問題であった。難しい問題ではないものの、リード文が⾧く焦ってしまった受

験生も多かったのではないか。150 分の理科の最初の問題がこの問題だった人も多いと思うが、限られた時間で集

中して取り組めたであろうか。 

 

大問２は、ドップラー効果に関する問題であった。これは概ね易しい問題であっただろう。最後に風が吹いている

問題では若干意味が分かりにくかったかもしれないが、名古屋市立大学医学部の受験生であればこの問題は、あっ

さりと取り切れた人が多かったのではないかと感じる。 

 

大問３は、交流回路に関する問題であった。これも基本通りの問題であった。現役生にはこの分野を苦手にする人

もいるが、それでもこの程度であれば解答可能であったと感じる。 

 

大問４は、光電効果・コンプトン効果に関するものであった。これも教科書通りの出題で、原子分野を嫌がって学習

を怠るような受験生でなければ、困ることもなかったであろう。 

 

全体を通して、難しい出題は見られず、取り組みやすいものであった。しかし、名市大で問題となっているのは、化

学・物理、合計で 150 分という時間がかなり厳しいことである。手早くこなさねばならない。時間に追われながら、

ミスなく読み間違うことなく、最後まで突き進むためには、相応の練習量が必要であった。 

 

合格目標は 130/200 点を想定する。 

 


